
２
０
２
３
年
２
月
２
４
日
、
飯
舘
村

い
ち
ば
ん
館
を
会
場
に
、
午
前
１
０

時
か
ら
午
後
１
時
近
く
ま
で
セ
ミ

ナ
ー
「
飯
舘
村
で
健
や
か
に
暮
ら
す

た
め
に 

一
緒
に
こ
れ
か
ら
の
１
０

年
を
作
り
ま
し
ょ
う
」
開
催
。
ス

ピ
ー
カ
ー
・
実
行
委
員
ほ
か
・
２
２

名
、
村
民
会
場
参
加
４
７
名
、
オ
ン

ラ
イ
ン
参
加
３
８
名
、
合
計
１
０
７

名
参
加
。
司
会
は
セ
ミ
ナ
ー
実
行
委

員
会
世
話
人
・
ふ
く
し
ま
再
生
の
会

の
田
尾
陽
一
さ
ん
（
写
真
１
０
）
。
記

者
は
オ
ン
ラ
イ
ン
取
材
実
施
。 

　
当
日
報
告
の
メ
イ
ン
ス
ピ
ー
カ
ー

は
、
飯
舘
村
村
長
・
杉
岡
誠
さ
ん
、

公
益
財
団
法
人
笹
川
保
健
財
団
会

長
・
喜
多
悦
子
さ
ん
。 

　
安
心
で
き
る
暮
ら
し
を
支
え
る
立

場
か
ら
の
報
告
は
、
飯
舘
村
健
康
福

祉
課
長
・
石
井
秀
徳
さ
ん
、
飯
舘
村

嘱
託
医
・
本
田
徹
さ
ん
、 

認
定
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人 

ふ
く
し
ま
再
生
の
会
理

事
・
臨
床
心
理
士
・
中
町
芙
佐
子
さ

ん
。 

　
村
長
・
杉
岡
さ
ん
は
歳
入
歳
出
の

数
字
を
あ
げ
村
の
舵
取
り
の
苦
労
を

に
じ
ま
せ
健
や
か
に
暮
ら
す
村
づ
く

り
を
訴
え
た
（
写
真
１
）
。 

　
笹
川
保
健
財
団
・
喜
多
さ
ん
は
深

い
人
間
関
係
を
育
む
こ
と
が
人
の
幸

せ
の
基
本
で
あ
る
と
ア
フ
リ
カ
の
ザ

ン
ビ
ア
の
農
村
風
景
な
ど
を
紹
介
し

な
が
ら
語
り
か
け
た
（
写
真
２
、

３
）
。 

　
健
康
福
祉
課
長
・
石
井
さ
ん

は
、
統
合
診
療
所
「
飯
舘
ク
リ

ニ
ッ
ク
」
、
訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
「
あ
が
べ
こ
」
、
そ
し
て
長

田
整
骨
院
が
医
療
機
関
と
し
て

日
々
村
民
を
支
え
て
い
る
こ
と
な

ど
を
紹
介
（
写
真
４
）
。 

　
い
い
た
て
ク
リ
ニ
ッ
ク
医
師
・

本
田
さ
ん
は
、
「
地
域
に
出
な
さ

い
、
農
民
の
も
と
に
行
き
な
さ
い
」

と
い
う
佐
久
病
院
の
ア
ウ
ト
・
リ
ー

チ
活
動
を
原
点
と
し
て
チ
ュ
ニ
ジ
ア

な
ど
の
医
療
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
尊

さ
を
訴
え
た
（
写
真
５
、
６
）
。 

　
ふ
く
し
ま
再
生
の
会
・
中
町
芙
佐

子
さ
ん
は
、
健
康
医
療
ケ
ア
チ
ー
ム

リ
ー
ダ
ー
の
体
験
を
踏
ま
え
、
２
０

１
３
年
に
始
ま
る
「
ま
で
い
再
生

ネ
ッ
ト
」
か
ら
現
在
の

「
健
康
い
ち
ば
ん
」
に

到
る
活
動
を
紹
介
、
似

顔
絵
描
き
、
９
３
歳
渡

辺
サ
チ
子
さ
ん
の
勇

姿
！
な
ど
人
情
味
溢
れ

る
報
告
が
続
い
た
（
写
真

７
、
８
）
。 

　
小
休
止
の
後
質
疑
に

入
り
、
菅
野
永
徳
さ
ん

（
写
真
９
）
は
じ
め
、
三

瓶
政
美
さ
ん
、
小
林
美

恵
子
さ
ん
、
星
野
勝
弥

さ
ん
、
松
原
光
年
さ

ん
、
菅
野
茂
さ
ん
、
長

田
卓
也
さ
ん
、
ほ
か
の

発
言
が
相
次
い
だ
。
ま

こ
と
に＜

地
に
足
の
つ

い
た
人
び
と＞

の
集
い

で
あ
っ
た
。 

　
世
話
人
・
田
尾
さ
ん
の

呼
び
か
け
で
既
に
第
２
回

セ
ミ
ナ
ー
に
向
け
て
の

準
備
活
動
が
始
ま
っ
て

い
る
（
４
月
１
０
日
現

在
）
。 

（
文
責
＆
画
面
撮
影
・
若
林
一
平
）

飯
舘
村
で
健
や
か
に
暮
ら
す
た
め
に
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コ
チ
カ
メ
な
ら
ぬ
ミ

ゾ
カ
メ
こ
と
、
東
大

大
学
院
農
学
生
命
科

学
研
究
科
・
溝
口
勝

教
授
が
各
地
に
設
置

し
て
い
る
フ
ィ
ー
ル

ド
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
シ

ス
テ
ム
か
ら
飯
舘
村

の
映
像
を
紹
介
す
る
。
大
久
保
金

一
さ
ん
の
ツ
ア
ー
で
有
名
な
カ
タ

ク
リ
の
可
憐
な
姿
（
写
真
１
、
２
・
４

月
８
日
）
。
松
塚
の
土
壌
博
物
館
夜

景
（
写
真
３
・
６
月
３
日
）
。
田
植
え

を
終
え
た
ば
か
り
の
菅
野

宗
夫
さ
ん
の
酒
米
田
圃
全

景
（
写
真
４
・
６
月
３
日
）
。

美
し
い
飯
舘
の
今
。
（
撮
影
・

溝
口
勝
さ
ん
、
文
責
・
若
林
一
平
）
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感 謝 そ し て 希 望
２０１ ４ － ２ ０ １ ８  ＜ 霊 山 セ ンタ ー ＞ の 日 々
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２
０
２
３
年
６
月
、
田
尾
さ

ん
か
ら
一
報
あ
り
。
再
生
の

会
が
お
借
り
し
て
い
た
通
称

「
霊
山
セ
ン
タ
ー
」
の
建
物

群
が
撤
去
さ
れ
る
と
の
こ

と
。 

　
２
０
１
４
年
に
タ
イ
ム
ス

リ
ッ
プ
、
広
大
な
敷
地
に
渓

流
あ
り
森
あ
り
、
宿
泊
・
食

事
施
設
完
備
・
談
論
風
発
の

夕
餉
の
ひ
と
と
き
、
村
民
の

み
な
さ
ん
と
の
集
い
、
そ
し

て
あ
る
と
き
は
村
民
と
の
協

働
に
よ
る
土
壌
測
定
バ
イ
ア

ル
詰
め
作
業
、
そ
れ
は

「
桃
源
郷
」
そ
の
も
の
で

し
た
（
写
真
１
、
２
、
３
、

４
、
５
、
６
）
。 

　
正
門
の
表
札
「
小
児
慢

性
疾
患
療
育
研
究
所
」
・

「
霊
山
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
診
療
所
」
の
す
ぐ

傍
に
立
つ
「
開
所
記
念
之

碑
」
か
ら
。 

「
慢
性
小
児
疾
患
療
育
研
究

所
霊
山
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
は
慢
性
疾
患
を
も
つ
小

児
が
自
分
で
病
気
を
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
し
病
気
と
共
に
生
き

て
行
く
た
め
の
セ
ル
フ
ケ
ア

お
よ
び
ホ
ー
ム
ケ
ア
を
教
育

す
る
た
め
の
施
設
と
し
て
斯

界
で
始
め
て
設
立
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。 

昭
和
５
６
年
７
月
２
６
日
　 

セ
ン
タ
ー
所
長    

丸
山
　
博  

　
　
　
顧
問
　
小
泉 

春
雄
」
　 

　
発
端
は
、
２
０
１
４
年

７
月
１
７
日
、
施
設
の
主

人
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ 

法
人
小
児

慢
性
疾
患
療
育
会
、
理
事

長
・
丸
山
博
先
生
を
田
尾

さ
ん
が
訪
問
し
施
設
の
借

用
を
申
し
入
れ
即
快
諾
さ
れ

た
の
で
す 

。 

　
こ
う
し
て
誠
に
理
想
的
な

「
公
共
空
間
（
田
尾
さ
ん
に

よ
る
）
」
が
実
現
し
た
の
で

す
。
霊
山
で
育
ま
れ
た
再
生
の

D
N

A

は
２
０
１
９
年
の
風
と
土

の
家
（
写
真
７
）
、
２
０
２
２

年
の
図
図
倉
庫
（
ズ
ッ
ト
ソ－

コ
）
（
写
真
８
）
の
誕
生
へ
と

継
承
さ
れ
て
ゆ
き
ま
す
。 

　
２
０
２
３
年
２
月
、
霊
山
で

日
々
お
世
話
に
な
っ
た
菅
野
佳

子
さ
ん
、
同
月
い
ち
ば
ん
身
近

な
と
こ
ろ
で
応
援
を
い
た
だ
い

て
き
た
菅
野
榮
子
さ
ん
の
訃
報

が
伝
え
ら
れ
ま
し
た
、
た
だ
た

だ
感
謝
あ
る
の
み
。
　
合
掌 

　
　 

（
写
真
１
、
２
、
３
、
４
、
５
、

６
は
田
尾
陽
一
さ
ん
提
供
、
写
真

７
、
８
と
文
責
は
若
林
一
平
）

1

2

3

4

5

6

７
８



２
０
２
３
年
８
月
１
８
日
〜
２
０
日
、

日
本
橋
ふ
く
し
ま
館 - M

idette(

ミ

デ
ッ
テ)

で
「
い
い
た
て
村
フ
ェ
ア
ー
」

が
開
催
さ
れ
た
。
会
場
で
は
、
飯
舘
野

菜
・
ス
イ
ー
ツ
・
飯
舘
の
お
酒
、
飯
舘

の
花
「
飯
舘
ブ
ー
ケ
」
の
展
示
即
売
が

行
わ
れ
た
（
写
真
１
、
２
）
。
記
者
の
イ

チ
オ
シ
は
「
里
山
の
黒
真
珠
・
な
つ
は

ぜ
ゼ
リ
ー
」
、
超
絶
品
ま
さ
に
高
級
レ

ス
ト
ラ
ン
の
デ
ザ
ー
ト
メ
ニ
ュ
ー
の
趣

き
、
記
者
の
自
家
製
カ
ス
ピ
海
ヨ
ー
グ

ル
ト
を
ト
ッ
ピ
ン
グ
し
て
み
た
（
写
真

３
）
。
合
同
会
社
・
ニ
コ
ニ
コ
菅
野
農

園
の
一
品
。 

　
さ
て
今
回
の
フ
ェ
ア
ー
に
は
特
別
の

「
出
し
物
」
が
登
場
。
飯
舘
村
佐
須
の

「
氣
ま
ぐ
れ
茶
屋
ち
え
こ
（
代
表
者
・

佐
々
木
千
榮
子
さ
ん
）
」
が
出
店
。

「
き
ま
ぐ
れ
定
食
」
は
２
０
日
昼
食
限

定
。
館
内
の
厨
房
で
は
千
榮
子
さ
ん
・

か
お
り
さ
ん
親
娘
が
フ
ル
回
転
（
写
真

４
、
中
央
千
榮
子
さ
ん
、
左
が
娘
の
か
お
り
さ

ん
）
。
「
ち
え
こ
茶
屋
」
は
飯
舘
村
の

合
併
の
は
な
し
が
な
く
な
り
独
立
の

村
と
し
て
残
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
平

成
１
６
年
（
２
０
０
４
年
）
に
自
分
と
し

て
「
残
し
た
い
も
の
が
あ
る
」
と
決
意

し
て
開
店
。
初
め
に
取
り
組
ん
だ
の
が

ど
ぶ
ろ
く
、
特
区
認
定
を
受
け
、
ど
ぶ

ち
ぇ
「
白
狼
」
誕
生
。
こ
の
日
「
純
米

大
吟
醸
飯
舘
」
「
純
米
酒
復
興
」
と
並

び
３
種
飲
み
比
べ
（
写
真
５
、
左
か
ら
飯

舘
、
復
興
、
白
狼
）
。
お
目
当
の
「
気
ま
ぐ

れ
定
食
」
、
お
こ
わ
，
し
み
餅
、
味
噌

じ
ゃ
が
、
ず
ん
だ
ナ
ス
に
特
級
の
梅
漬

け
が
嬉
し
い
（
写
真
６
）
。
千
榮
子
さ
ん

「
飯
舘
の
い
い
と
こ
ろ
、
自
然
に
食
べ

物
に
や
っ
ぱ
り
人
間
性
」
（
写
真
７
）
。

心
に
し
み
る
ひ
と
こ
と
で
し
た
。

（
文
責
＆
撮
影
・
若
林
一
平
）
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村
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2 0 2 3 / 8 / 1 8 ～ 2 0  日本橋いいたて村フェアー訪問記

気まぐれ茶屋ちえこの
気 ま ぐ れ 定 食

４

1

３

５

２

６

７



２
０
２
３
年
１
１
月
２

日
、
佐
須
の
菅
野
宗
夫

さ
ん
か
ら
同
報
メ
ー
ル

で
嬉
し
い
知
ら
せ
。
宗

夫
さ
ん
の
厚
意
に
よ
り

収
穫
の
一
部
を
伝
統
的

作
業
で
実
施
し
た
の

だ
。
「
小
原
さ
ま
　
先

日
は
手
刈
り
稲
刈
り
、

そ
し
て
足
踏
み
脱
穀
お

疲
れ
様
で
し
た
。
自
然

の
恵
み

を
い
っ

ぱ
い
受

け
た
、

は
せ(
ざ)
掛
け
の

稲
は
旨
さ
を
増

し
て
き
た
た
め

か
獣
達
も
一
部

を
横
取
り
食
し

て
い
た
よ
う
で

す
が
、
無
事
脱
穀
出
来
た
こ

と
に
一
安
心
で
し
た
ね
。 

　
籾
摺
り
に
関
し
ま
し
て
は

一
任
さ
せ
て
い
た
だ
き
嬉
し

い
限
り
で
し
た
が
、
４
日
に

合
わ
せ
て
の
協
力
者
を
探
す

の
に
は
一
苦
労
で
し
た
。
し

か
し
、
そ
の
人
が
見
つ
か
り

今
日
２
時
か
ら
実
施
出
来
た

こ
と
は
、
ひ
と
え
に
協
力
し

て
い
た
だ
い
た
方

に
感
謝
で
し
か
あ

り
ま
せ
ん
し
、
大

切
に
し
て
い
か
な

い
と
い
け
な
い

な
ぁ
そ
ん
な
気
持

ち
で
す
。
（
後

略
）
」
。 

　
米
作
り

は
半
年
間

の
真
剣
勝

負
。
代
掻

き
（
し
ろ

か
き
）
の
基

本
作
業
（
写

真
１
）
を
終

え
田
植
え
で

美
田
ス
タ
ー

ト
（
写
真

２
）
。
５
月

の
初
夏
か
ら

盛
夏
へ
、
長
い
草
取
り
作

業
が
続
く
（
写
真
３
）
。
１

０
月
、
防
獣
ネ
ッ
ト
で
守

ら
れ
た
黄
金
色
の
美
田
が

現
れ
る
（
写
真
４
）
。
は
せ

掛
け
（
写
真
５
）
に
脱
穀
（
写

真
６
）
に
み
な
さ
ん
大
活

躍
。 

　
こ
こ
で
ひ
と
り
の
恩
人

を
挙
げ
た
い
。
２
０
１
２

年
に
始
ま
る
試
験
栽
培
が

農
政
の
厚
い
壁
に
あ
た
り

行
き
詰
ま
っ
て

い
た
と
き
田
尾

さ
ん
が
出
会
っ

た
、
三
輪
睿
太

郎
（
み
わ 

え
い
た

ろ
う
、
元
農
水
省
技

術
会
議
会
長
・
独
立

行
政
法
人
農
業
技
術

研
究
機
構
理
事
長
・

他
歴
任
）
さ
ん
。

試
験
栽
培
は
三
輪

さ
ん
の
言
う
「
農

研
機
構
と
の
共
同

研
究
」
の
形
で
実

現
し
た
。
ま
こ
と

に
味
わ
い
深
い
佐

須
米
（
写
真
７
）
を
い
た
だ
き
な

が
ら
あ
ら
た
め
て
ご
恩
を
想

起
し
た
い
も
の
で
あ
る
。 

（
写
真
提
供
・
菅
野
宗
夫
さ
ん
、 

文
責
・
若
林
一
平
）

お
米
収
穫 

手
刈
り
・
は
せ
掛
け
・
脱
穀

試 験 栽 培 か ら の 十 二 年 を 想 う

再生 短信
2 0 2 3  1 2 / 1 2  第 9 0 号

ふ く し ま

認定N P O法人  ふくしま再生の会・短信編集委員会

２
０
２
３
年
１
２
月
３
日
、
飯
舘
村
交
流

ふ
れ
あ
い
館
で
古
居
み
ず
え
監
督
『
ぼ
く

た
ち
は
見
た
』
の
上
映
会
が
行
わ
れ
、
村

内
外
か
ら
７
０
人
近
い
人
び
と
が
集
ま
り

映
画
を
鑑
賞
し
ま
し
た
。
飯
舘
ク
リ
ニ
ッ

ク
本
田
徹
医
師
の
発
案
で
飯
舘
村
と
も
ご

縁
が
深
く
、
「
飯
舘
村
の
母
ち
ゃ
ん
た

ち
」
な
ど
の
秀
作
を
発
表
し
て
き
た
、

フ
ォ
ト
ジ
ャ
ー 

ナ
リ
ス
ト
の
古
居
さ
ん

が
、
長
年
に
わ
た
る
パ
レ
ス
チ
ナ
取
材
か

ら
、
あ
る
ガ
ザ
の
一
家
の
子
ど 

も
た
ち

の
眼
か
ら
見
た
、
封
鎖
と
占
領
の
中
で
営

ま
れ
る
難
民
の
生
活
を
描
い
た
す
ぐ
れ
た

作
品
。 

主
催: 

認
定 N

PO
 

法
人 

ふ
く
し

ま
再
生
の
会 

協
賛:

訪
問

看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
あ

が
べ
ご
、
長
田
整
骨

院
、
い
い
た
て
ク
リ

ニ
ッ
ク
。


（
報
告
・
田
尾
陽
一
さ
ん
）
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お世話になったみなさん：5月の田植えには、東大大学
院農学生命科学研究科・溝口研究室と東大むら塾の皆
さんが参加。秋のはせ掛け・脱穀には、健康医療ケ
アーの松田さん・アートによる村興しの矢野さん、里
山再生・ワイン用ブドウ栽培・モニタリングの北原・
高木・小原の面々、籾摺りの後の精米は田尾さんと矢
野さん、東京でも、サークルまでいのメンバーが籾摺
り・精米をしました。また健康医療ケアーチームは出
来たお米をおにぎりにして、健康がいちばんの集いで
村のお年寄りの皆さんに食べてもらいました。


